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   基本目標の施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

基本目標① 

１ 教育内容の充実 

２ 教育環境の充実 

３ 地域に根ざした教育の展開 

４ 教育への支援 
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 社会を取り巻く環境が大きく変化し続ける中、自らの人生を切り拓くための「生きる力」

を、子供たちに身に付けさせることが、学校教育における大きな課題です。 

 この「生きる力」を身に付けさせるためには、魅力ある教育活動を展開するとともに、

教育内容を工夫改善していくことが必要となります。現在、埼玉県では若い教職員が増加

しており、それに伴い、蕨市も教職員の若返りが進んでいます。そうした中、教職員全体

の指導力を高め、教育力を向上させるため、教職員研修の更なる充実が必要です。 

一方、児童・生徒については、生命尊重、自尊感情や規範意識、人間関係を形成する力

の低下などの傾向が指摘されています。こうした課題に対応するため、ライフスキルの手

法を取り入れたプログラムの開発や道徳教育・体験活動の充実など、「豊かな心」の育成が

求められています。それとともに、健康な生活を送るために、個に応じた体力向上も重要

となっており、課題の克服に努めながら、総合的な体力を育成していく必要があります。 

また、生活習慣の乱れとともに、食習慣の乱れに起因するさまざまな健康問題も指摘さ

れており、正しい食習慣を身に付けることが重要です。学校給食を安全・安心に、また継

続して安定的に提供するためには、学校給食センターの施設・設備の老朽化を踏まえた施

設管理が必要となります。 

さらに、現在、各学校において、特別な配慮を要する児童・生徒が増加しています。児

童・生徒の持っている力をより伸ばすには、一人ひとりに合った指導を行うことが重要と

なるため、特別な支援を必要とする児童・生徒への、合理的配慮の提供やきめ細やかな指

導の充実が求められています。 

加えて、世界の人々と協調する資質・能力を養うために、蕨市では、小・中学校にＡＬ

Ｔ（外国語指導助手）を配置し、外国語活動や外国語の授業のほかに、国際理解教育に関

する活動も推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 現状と課題 

 

施策(1) 
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◆学習指導要領の趣旨を生かした教育課程を推進するとともに、各校の目標の具現化を

通して「生きる力」を育み、社会の変化に対応した教育を推進します。 

◆図書に関する専門的な知識を有する人材を通じて、学校図書館機能の充実を図ります。 

◆確かな学力の向上と基礎・基本の確実な習得に向け、授業の充実を図り、諸調査から

効果を検証します。 

◆児童・生徒に分かりやすい授業を展開するため、ＩＣＴの積極的な活用を推進すると

ともに、小学校においても教科担任制や少人数指導、ティーム・ティーチングなど、

指導方法の工夫改善を図ります。 

◆児童・生徒の学習や学校生活を、地域の大学生･大学院生が支援する事業を展開します。 

◆地域の企業や施設の協力を得ながら、地域の教育力の活用を促進します。 

◆児童・生徒の豊かな人間性を育む「心の教育」の推進・充実を目指します。 

◆いじめ防止のため、人権感覚を育成するとともに、いじめの未然防止、早期発見、早

期対応に向けたプログラムを活用し、組織的な取り組みを進めます。 

◆教育相談体制を充実させ、不登校児童・生徒の未然防止を図るとともに、学びにアク

セスできない児童・生徒の減少を目指します。 

◆児童･生徒の健康の保持･増進を図り、健康や安全への配慮ができる能力を育成します。 

◆子供たちの望ましい食習慣を形成するため、学校・家庭・地域との連携を図り、食育

の推進に努めます。 

◆安定的に安全・安心な学校給食を提供するため、学校給食センターの衛生管理の維持

と施設・設備の整備充実を図るとともに、学校給食に対する理解・啓発に努めます。 

◆特別な支援を必要とする児童・生徒の自立や社会参加に向け、一人ひとりの教育的ニ

ーズを把握して、適切な教育や支援を行います。 

◆教職員研修の実施や授業研究会などを通して、教職員の指導力の向上を図り、教育研

究の充実に努めます。 

◆学校訪問を実施し、学習指導や教育環境の充実を図ります。 

◆グローバル化する社会の中で、世界の人々と協調する資質・能力を養うため、外国語 

活動や外国語の授業及び国際理解教育の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 施策の方向性 

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・ティーム・ティーチング 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 自ら学び自ら考える児童・生徒の育成  
  

 ①蕨市の学校教育としての目標及び各学校における目標を設定し、その確実な実現 

を通じて児童・生徒の確かな学力と自立する力を育成します。 

 ②社会経済状況の変化に対応した、情報活用能力の育成や、環境教育、国際理解教 

育などを推進します。 

 ③司書教諭と学校図書館教育支援員を中心とした学校図書館教育の推進を図ります。 

 ④全国学力・学習状況調査や埼玉県学力・学習状況調査、新体力テスト等の諸調査 

を基に、児童・生徒の課題を分析するとともに、課題に応じた教育内容を展開し 

ていきます。 

 ⑤災害や事故から児童・生徒を守るため、防災教育や安全教育の充実を図ります。 

 

２ 蕨らしい魅力ある教育活動の展開  
  

 ①カリキュラム・マネジメントを確立し、特色ある教育活動を展開します。 

 ②はつらつスクール事業やスクール支援員などにより、学校生活や学習の支援を図 

 ります。 

 ③デジタルドリル等のＩＣＴを活用した個別最適な学習を推進します。 

 ④中学生ワーキングウィークなどを通じてキャリア教育を推進します。 

 ⑤教育相談や日本語特別支援などの機能を有する教育センターの更なる充実を図り 

ます。 

 ⑥「蕨ＣＯＣＯＬＯプラン」をもとに、不登校児童生徒の未然防止や支援を行いま 

す。 

 ⑦ＡＬＴ（外国語指導助手）の全校配置や英語４技能テストの活用などにより外国 

語教育の充実を図ります。 

 ⑧日本語を母語としない児童生徒の増加に伴い、日本語特別支援教育支援員を中心 

とした日本語指導教室への取組や、各校への巡回指導の充実を図ります。また、 

各校に配置している日本語指導加配教員が、担任や各種支援員及び日本語指導ボ 

ランティアと連携し、児童生徒への個別の学習支援を行います。 

 ⑨学校プール施設の老朽化や猛暑等による天候の影響を踏まえ、民間施設を活用した

水泳事業を実施し、安全に水泳事業を実施するための方策を研究していきます。 

 

 

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・学校図書館教育支援員 ・カリキュラム・マネジメント ・はつらつスクール事業 
・スクール支援員 ・中学生ワーキングウィーク ・蕨ＣＯＣＯＬＯプラン 
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３ 豊かな心と体を育む教育の展開  
  

 ①豊かな心を育む道徳教育や福祉教育、ボランティア体験などを推進します。 

 ②心と体に関する正しい知識を身に付け適切に行動選択することができるようにす 

るための保健教育を推進します。 

 ③地域と連携して指導者の確保を図り、豊かな心と健やかな体を育む部活動の充実 

に努めます｡ 

 ④蕨市いじめ防止基本方針のもと、学校・家庭・地域、その他の関係機関が連携し、 

明るく安心して学べる、学校づくりを推進します。 

 ⑤いじめ未然防止プログラムの取り組みにより、児童・生徒の人間関係スキルや情 

報モラルの向上を図り、いじめのない学校づくりを目指します。 

 ⑥スクールカウンセラーの増員や校内教育支援センター（e-station）の拡充など 

により不登校の児童・生徒への支援を図ります。 

 

４ 学校給食の充実  
  

 ①調理施設・設備の老朽化を踏まえた計画的な整備に努めます。 

 ②安全面に配慮した食材を選定し、衛生的な調理環境とするための学校給食衛生管 

理基準の徹底を図ります。 

 ③食物アレルギーを有する児童・生徒への給食対応における、学校・家庭との連携 

を推進します。 

 ④安全で栄養バランスのとれた献立内容の充実を図るとともに、学校給食を生きた 

教材として活用した食育を推進します。 

 

５ 特別支援教育の充実  
  

 ①特別支援学級や通級指導教室における特別支援教育の充実を図ります。 

 ②特別支援教育支援員を配置し、通常学級における特別な支援を必要とする児童・ 

生徒への個に応じた指導を行います。 

 ③特別支援教育コーディネーターを中心とした校内就学支援体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・特別支援教育 

 



 

34 

 

 

６ 教職員の指導力の向上と人材の確保  
  

 ①教育センターを活用した計画的・継続的な教職員研修の実施などにより、外国語 

やＩＣＴ教育等にも対応した指導力の向上を図るとともに、優秀な教職員の確保 

に努めます。 

 ②７・８年次の教職員を対象とした研修（クリエイティブ先生）を推進し、教育の 

専門的知識や技能の一層の充実を図るとともに、ミドルリーダーとして教育活動 

の中核として活躍できる指導力を養成します。 

 ③教職員の指導力の向上のための環境整備を推進します。 

 

７ 国際理解教育の充実  
  

 ①小・中学校に配置しているＡＬＴ（外国語指導助手）を活用した国際理解教育を

推進します。 

 ②中学生英語スピーチコンテストを継続して開催し、国際性豊かな生徒の育成に努 

めます。 

 ③英語４技能テストを実施し、「聞く・読む・話す・書く」の４技能の定着状況を 

把握するとともに、授業改善に努めます。 

 

  

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・クリエイティブ先生 
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未来に向かって成長する子供たちが、健康で、安全・安心な質の高い教育環境で学び、

さまざまな体験をしながら生活することは、教育に不可欠な条件です。 

 そのために、児童・生徒数の動向に留意し、適正な学校規模を維持しながら、校舎等の

老朽化を踏まえた施設整備を行うなど、快適な学習環境とともに円滑な学校運営ができる

施設管理を行う必要があります。 

 また、効果的な学習指導のため、教材や図書の充実とともに、情報化社会に対応した情

報教育を推進するためのＩＣＴ機器などの維持・更新が必要となります。 

 

 

 

 

◆子供たちが、健康で、安全・安心な学校生活を送るための施設整備を推進します。 

◆充実した教育環境で学習ができるよう教材や図書の整備を図るとともに、情報活用能

力の育成を図るためのＩＣＴ活用環境を整備します。 

 

 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(2) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 時代に対応した学校施設の機能充実  

  

 ①児童・生徒が健やかに学習・生活できるよう、トイレの洋式化を含めた全面リニュ  

ーアルを進めるとともに、新しい時代の学びに対応した環境の整備に努めます。 

 ②長寿命化改修を中心とした学校施設の老朽化対策の検討と実施を図ります。 

 ③中学校へのＤＸルームの整備や、ＧＩＧＡスクール構想に伴い配備した１人１台 

端末の活用や維持・更新、ＩＣＴ活用学習環境の充実を図ります。 

 ④学校図書館の蔵書整備を図り、子供たちの読書環境の整備に努めます。 

 

 

２ 学校安全の向上  
  

 
①施設の安全対策や防犯対策、校舎等における設備・機器等の保守点検や計画的な 

修繕等による安全管理を徹底します。 
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 社会全体において、家庭・地域の教育力の低下が指摘されています。教育に対する人々

の関心と理解を一層深めるとともに、学校・家庭・地域の住民や企業などが力を合わせて

連携し、地域全体で教育に取り組む必要があります。 

 また、少子高齢化や核家族化、都市化、国際化により、子供たちを取り巻く環境や生活

様式などが大きく変化している中で、家庭では、子育てについての情報の不足を感じたり、

悩みや不安を抱えたりする状況が見られます。子供たちにとって最も基本的な居場所であ

る家庭には、子供たちに基本的な生活習慣や倫理感などをしっかりと培う役割が求められ

ており、家庭の教育力の向上が課題となっています。 

 そうしたことから、これから親になる世代や子育て中の親に対して、親としての力を高

めることなど家庭教育に関する学習を支援する必要があります。 

さらに、首都圏直下型地震などへの備えについて、その重要性が高まっていることから、

中学校の防災教育の一環として、災害時の避難所の開設や運営にあたり、中学生による支

援補助活動を位置付けるとともに、関係諸機関との連携を図り、また、中学生の時期から

地域防災活動に関わらせることで、今後の地域防災における人材として育成します。 

 

 

 

  

 現状と課題 

 

施策(3) 
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◆「彩の国教育の日」に係る取り組みをはじめとした学校公開などを通して、教育に対

する市民の理解を深め、関心を高めます。 

◆保護者や地域住民の意向を把握・反映しながらその協力を得るとともに、学校として

の説明責任を果たしていきます。 

◆学校における学習活動、安全確保、環境整備などのボランティアとして保護者や地域

住民の参加を促し、学校・家庭・地域が一体となった子供の育成を推進します。 

◆地域に住む中学生が、自助・共助の精神を培い、災害時における避難所としての学校

の役割について学び、あわせて、自らも支援補助としての能力を発揮することで、地

域防災の担い手としての意識を高め、自覚を育てます。 

◆「生きる力」の育成において家庭教育の果たす役割の重要性について、家庭教育学級

などを通して、普及・啓発に努めます。 

◆自分自身の読書や勉強の時間、家族との団らんの時間、人と人とのつながりの時間を

子供たちが大切にできるよう、学校・家庭・地域で協力した活動を広めます。 

 

 

 

 

  

 施策の方向性 

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・彩の国教育の日 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 家庭・学校・地域の連携  
  

 ①蕨市の学校教育施策や各学校の取り組みに関する情報を公開します。 

 ②コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）及び学校応援団の取り組みなど 

の充実と活用により、地域に根ざした学校づくりを推進します。 

 ③学校ボランティア、日本語支援ボランティアの活用と充実を進めます。 

 ④家庭や地域との連携により、児童・生徒の安全を守ります。 

 

2 地域防災活動の支援と担い手の育成  
  

 ①災害時において地域防災の一助となる中学生との連携を促進します。 

 ②中学生地域防災支援事業を継続します。 

※地域防災支援を行う中学生：ＷＳＳ（WARABI SUPPORTING STUDENTS） 

 

3 家庭教育における意識向上と学習機会の充実  
  

 ①家庭教育の重要性に関する普及・啓発に努めます。 

 ②蕨市健やかメディア宣言や児童･生徒が自ら作成したインターネットやソーシャ 

ル・ネットワーキング・サービス(SNS)の利用に関するルール、わらび子ども宣 

言などを活用し、家庭で子供と保護者が話し合う機会の充実を図ります。 

 ③家庭教育を推進する上で必要な学習機会の提供に努めるとともに、保護者が気軽 

に集え、情報交換できる場の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

  

【用語の説明】⇒ 74・75ページへ 
・学校運営協議会制度 ・学校応援団 ・蕨市健やかメディア宣言 ・わらび子ども宣言 
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経済的格差の拡大が指摘される中、就学にかかる費用の確保や大学等の高等教育機関へ

の進学にかかる資金の支弁が困難な家庭もあります。そのような家庭の子供たちが、等し

く教育を受ける機会や進学及び修学の機会を失わないために経済面についても支援してい

くことが必要とされています。 

 

  

 

◆子育てに不安や悩みを抱える保護者に対する教育相談体制の充実を図り、子育て世代

の家庭を支援します。 

◆小学校入学までに子供たちに身に付けてほしいことをまとめた子育ての目安「３つの

めばえ」を活用し、家庭教育における意識の向上を図ります。 

◆就学のための就学援助制度を継続します。 

◆経済的な理由により入学金及び学費等の支弁が困難な家庭への支援策として資金の貸

付（貸与）制度の充実を図り、子供たちに等しく教育を受ける機会を提供することで、

有能な人材の育成に寄与します。 

 ◆子育て世帯の経済的負担を軽減するため、第２子以降への給食費無償化の実施を図り

ます。 

 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(4) 

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・3つのめばえ 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

1 家庭などに対する支援  

  

 ①教育センターやさわやか相談室、スクールカウンセラーの周知を図るとともに、 

各学校においても教育相談日を設定するなど、教育相談体制の充実に努めます。 

 ②就学のための補助制度などを継続するとともに、その周知に努めます。 

 ③私立幼稚園等への支援を通して幼稚園教育の充実を促進します。 

 ④高等学校や高等教育機関への進学及び修学のための貸付（貸与）制度を継続する 

とともに、その周知に努めます。 

 ⑤幼児教育・保育無償化制度を通して、対象施設に通う園児の保育料等の保護者負 

担を軽減します。 

 ⑥夜間中学運営に係る経費の負担を通して、学びの機会の確保に努めます。 

 ⑦給食費の完全無償化を国とともに推進し、また、市独自に 2 人目以降給食費無償 

化の実施を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・幼児教育・保育無償化制度 ・夜間中学 
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